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大阪府では、子どもたちが同じスタートラインに立ち、輝く未来に向
かって進むことができるよう、「子ども輝く未来基金」を設置しています。

令和４年度（12月31日現在）には、38の団体と57人の個人の皆様か
らご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

皆様からいただきましたご寄附について、令和3年度に支援を受けた
方々の声をご紹介いたします。さらに、今年度実施している事業について
も、あわせてご紹介します。

今後とも、本基金へのご支援、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしく
お願いいたします。

【子ども輝く未来基金の状況】
基金残高：280,993千円（令和４年５月３１日現在）
令和４年度寄附額（令和４年12月31日現在）：52,532千円

自転車や学習・スポーツ用品等の提供を受けた

ひとり親家庭の保護者様・お子様より、多くのメッセージをいただきました。

☆電子辞書の提供を受けた方の声
・電子辞書が必要で購入を検討していましたが、高価な為なかなか購入に至ることが出来ずに

いました。 今回この様なサポートを頂き本当に感謝しています。

・高校では電子辞書の購入を推奨され、ほとんどの子が電子辞書にしていると聞いて、
将来のために、辞書を選びました。購入は考えてなかったので、いただける機会があり、ホッと
しました。今後の勉強にも役立つと思います。必要な用品が頂けるのは本当に助かります。子供
もまずカタログで選べるところから、ワクワクしていましたし、中学入学に向けて、希望を感じ
たようでした！ありがとうございます。大切に長く使わせていただきます。

☆音楽用品の提供を受けた方の声
・キーボードが本当に気に入っており、毎日触っています。

ピアノ等習ったことがありませんが、付属していた名曲の譜面を見ながら練習したり、
友達から好きな歌手の歌の楽譜をコピーしてもらい、楽しそうに弾いています。
こんなに夢中になっている姿を見て胸が熱くなりました。経済的にピアノは習わせてあげられませ
んが、夢中になれるものができて本当に嬉しく感謝しております。ありがとうございました。

☆スポーツ用品の提供を受けた方の声
・中学校に入学したら野球部に入りたいと言っていたので、今回の基金でいただいた用品を使うのを

楽しみにしています。小学校ではソフトボールをしていたので野球用の物に買い替える事、身体の
成長に合ったサイズに替える事を余儀なくされていたので金銭的にも本当に助かりました。
本人のやりたい野球を思う存分させてあげれると思います。ありがとうございました。

・中学校に入学したらサッカー部に入ると言っているのでトレーニングウェアを着て練習できるのを
今から楽しみにしています。 いただいたリュックも通学バックに使用するつもりです。
毎日持って通学するのが親子共々今から楽しみです。

☆自転車の提供を受けた方の声
・今まで、貰い物の、低学年の自転車を使っていて、一緒に遊んでいても大きい自転車の友達に

ついていけず、遅れての到着だったので、本当に喜んでいます。本当に嬉しい！と、涙ながらに
喜んでいました。本当にありがとうございます。

・自転車で出かけるのが楽しいようで、今まで送り迎えしていた習い事も1人で行くようになったりと、
成長を感じています。



令和4年度に実施している事業のご紹介

◇お問い合わせ先 大阪府福祉部子ども家庭局子育て支援課事業推進グループ

〒540-8570 大阪市中央区大手前2丁目 TEL 06-6944-7108 ／ ファックス 06-6944-3052

電子メールアドレス 子ども輝く未来基金専用 kodomo-mirai@gbox.pref.osaka.lg.jp

大阪府 子ども輝く未来基金

生活支援に関する事業
①ひとり親家庭の子どもへの自転車、

学習・スポーツ用品等の提供

概要：児童扶養手当を受給している世帯の
小学６年生を対象に、自転車、
学習・スポーツ・音楽・美術用品等
を掲載したカタログから選んだもの
を提供（今年度の受付は終了）

予算額：28,083千円

生活支援に関する事業
②児童養護施設で生活する子どもへの

プリペイドカードの提供

概要：児童養護施設等で生活する子どもに１人
あたり1,000円のプリペイドカードを
提供（今年度の受付は終了）

予算額：2,501千円

▲
体験に関する事業を活用し、アスレチック
パークへ行った子ども食堂の様子

▲ ▲
教育に関する事業を活用し購入した知育玩具で
子どもが遊ぶ様子

子ども輝く未来基金では、学習用品の提供や知育玩具等の購入費用補助など、子どもに直接届け
る事業を実施しています。今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から昨年度ま
で中止していた「子どもの体験に関する事業」の募集を再開し、これまで延べ162人の子ども達が
宿泊学習や動物園へ行くといった活動を体験しています。このほか、皆様からいただきましたご寄
附を活用し、次の事業を実施しています。

教育に関する事業

概要：府内の子ども食堂等で活用する学習
教材・文房具・知育玩具の購入に
かかる費用を支援
（今年度の受付は終了）

予算額：5,800千円

体験に関する事業

概要：子ども食堂等を利用する子ども・ひとり
親家庭の子どもが体験する各種活動への
入場料、交通費、保険料等の費用を支援
（今年度の受付は終了）

予算額：6,492千円


